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2022年３月末現在

事 業 所 数　　　19社
被保険者数　　1,644人
被扶養者数　　1,666人

神戸新聞健康保険組合
神戸市中央区東川崎町1-5-7

☎（078）362-7166

No.157
2022

　

基
礎
と
な
る
被
保
険
者
の
平
均

標
準
報
酬
月
額
は
５１
万
３
０
０
０

円
（
前
年
度
比
２
０
０
０
円
増
）、

総
標
準
賞
与
額
は
６
億
１
２
６
０

万
円
（
同
１
０
９
９
万
円
増
）
を

見
込
む
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済

環
境
な
ど
を
踏
ま
え
、
２１
年
度
の

見
込
み
数
字
額
を
基
礎
に
、
育
児

休
業
者
ら
保
険
料
免
除
者
の
分
を

差
し
引
い
て
予
算
数
値
と
し
た
。

被
保
険
者
数
は
過
去
５
年
の
伸
び

率
か
ら
推
計
し
た
１
６
４
６
人

（
同
３２
人
減
）。
収
入
の
大
半
を
占

め
る
健
康
保
険
収
入
は
、
こ
れ
ら

の
数
字
と
保
険
料
率
９
・
５
％
か

ら
算
出
し
た
保
険
料
収
入
10
億
54

万
円
な
ど
計
１０
億
76
万
円
（
同
１

３
１
０
万
円
減
）
と
な
る
。

　

人
間
ド
ッ
ク
や
が
ん
検
診
の
自

己
負
担
分
な
ど
を
計
上
す
る
保
健

事
業
収
入
、
雑
収
入
を
合
わ
せ
た

経
常
収
入
は
１０
億
９
６
６
万
円
で

前
年
の
１０
億
２
３
０
４
万
円
か
ら

１
３
３
８
万
円
の
減
少
を
見
込
ん

で
い
る
。

医療費増見据え赤字予算
2022年度健保組合料率９.５％据え置き

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
の
２
０
２
２
年
度
予
算
が
組
合
会
で
承

認
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
控
え
の
反
動
も
見
据
え
、
医
療

費
に
当
た
る
保
険
給
付
費
の
増
加
に
備
え
る
た
め
９
７
０
０
万
円

の
経
常
赤
字
予
算
を
編
成
。
別
途
積
立
金
か
ら
１
億
２
０
０
０
万
円

を
繰
り
入
れ
て
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
。
保
険
料
率
は
９
・
５
％
。

５
年
間
に
わ
た
っ
て
据
え
置
か
れ
る
。
組
合
会
は
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
継
続
中
の
２
月
１４
日
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ

れ
た
。

収
　
　
入

１
億
超
、積
立
金
取
り
崩
し

◇2022年度　経常収入支出予算概要（一般勘定）
単位：千円

2022年度 202１年度 前年度比

経 常 収 入 1,009,666 1,023,049 －13,383

内　

訳

健康保険収入 1,000,766 1,013,867 －13,101

保健事業収入 4,545 4,545 0

雑収入ほか 4,355 4,637 －282

経 常 支 出 1,107,099 1,098,152 8,947

内　
　

訳

事 務 費 49,422 49,633 －211

保険給付費 480,240 449,628 30,612

納 付 金 533,629 554,372 －20,743

保健事業費 38,741 39,439 －698

そ の 他 5,067 5,080 －13

経 常 収 支 －97,433 －75,103 －22,330
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介
護
保
険

　

料
率
算
出
に
関
し
て
、
支
出
面

で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
新

支
　
　
出

　

保
険
給
付
費
は
４
億
８
０
２
４

万
円
（
前
年
比
３
０
６
１
万
円

増
）。
主
な
内
訳
は
家
族
を
含
め

た
療
養
費
が
３
億
１
５
８
４
万
円

（
同
１
１
６
３
万
円
増
）、
薬
剤
費

が
１
億
７
５
７
万
円
（
同
２
４
３

５
万
円
増
）、
家
族
を
含
め
た
出

産
一
時
金
・
手
当
金
が
１
３
０
０

万
円（
同
５
９
７
万
円
減
）で
、薬

剤
費
は
１
億
円
の
大
台
に
乗
る
。

　

納
付
金
は
５
億
３
３
６
２
万
円

（
同
２
０
７
４
万
円
減
）。
前
期
高

齢
者
納
付
金
が
２
億
８
０
３
３
万

円
（
同
１
０
３
８
万
円
減
）
と
過

去
最
高
水
準
だ
っ
た
２１
年
度
か
ら

下
が
り
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
も

２
億
５
３
２
８
万
円
（
同
１
０
３

６
万
円
減
）
と
な
っ
た
。

　

保
健
事
業
費
は
３
８
７
４
万
円

（
同
６９
万
円
減
）。
人
間
ド
ッ
ク
受

診
補
助
は
前
年
並
み
を
見
込
み
、

料
率
引
き
下
げ
１
・
７８
％

年
度
の
介
護
納
付
金
は
１
億
４
８

３
０
万
円
で
２１
年
度
と
比
べ
７
１

９
万
円
減
少
し
た
。

　

新
年
度
の
推
計
基
礎
数
字
は
４０

歳
以
上
の
被
保
険
者
数
は
１
１
５

０
人
（
前
年
比
２
人
減
）
で
、
平

均
標
準
報
酬
月
額
５８
万
９
１
８
８

円
（
同
２
９
３
０
円
減
）、
総
標
準

賞
与
額
３
億
７
７
８
７
万
円
（
同

１
２
０
５
万
円
増
）。
現
行
の
介

護
保
険
料
率
１
・
８０
％
で
計
算
し

た
介
護
保
険
収
入
は
１
億
５
３
１

５
万
円
と
な
り
、
納
付
金
額
に
比

べ
４
８
５
万
円
と
大
幅
な
収
入
増

と
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
料
率
を
０
・
０２
ポ

イ
ン
ト
引
き
下
げ
１
・
７８
％
に
改

定
。
介
護
保
険
収
入
１
億
５
１
４

５
万
円
を
予
算
計
上
し
た
。
料
率

引
き
下
げ
分
の
０
・
０２
ポ
イ
ン
ト

は
事
業
主
と
被
保
険
者
で
折
半
す

る
方
式
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
０
・
０1

ポ
イ
ン
ト
の
負
担
減
と
な
る
。
標

準
報
酬
月
額
が
５０
万
円
の
被
保
険

者
を
例
に
と
れ
ば
、
月
額
負
担
は

５０
円
減
少
。
賞
与
を
含
め
た
１
人

当
た
り
の
年
平
均
負
担
額
は
約
７

０
０
円
少
な
く
な
る
。

　

健
康
保
険
組
合
の
保
険
料
率
の

今
後
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
「
保

険
料
率
検
討
委
員
会
」
が
発
足
。

２
月
１４
日
に
初
会
合
を
開
い
た
。

理
事
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理
事

の
ほ
か
、
主
な
事
業
所
、
労
働
組

合
の
議
員
が
委
員
を
務
め
る
。

　

保
険
料
率
は
２
０
１
８
年
度
、

９
・
０
％
か
ら
現
行
の
９
・
５
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
て
以
来
、
２２
年

度
を
含
め
５
年
に
わ
た
っ
て
据
え

置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
料
率

に
関
し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
高
齢
化
の
加

速
で
医
療
費
の
誇
張
が
見
込
ま
れ

る
中
、
将
来
的
な
料
率
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。

保
険
料
率
の

検
討
委
発
足

落
ち
着
き
そ
う
な
こ
と
が
要
因
。

経
常
外
収
入
で
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
補
助
金
収
入
も
あ
り
、
黒
字

額
は
例
年
通
り
別
途
積
立
金
に
算

入
す
る
。
２１
年
度
末
で
の
積
立
金

は
約
９
億
円
と
な
る
見
通
し
。

　

新
年
度
予
算
で
は
こ
の
積
立
額

か
ら
１
億
２
０
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
て
対
応
す
る
。

さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
２０
年
度
に

続
い
て
医
療
機
関
の
受
診
控
え
の

傾
向
が
み
ら
れ
、
年
間
の
保
険
給

付
費
が
４
億
円
を
下
回
る
水
準
に

２１
年
度
は
黒
字
決
算
見
込
み

　

新
年
度
予
算
を
審
議
し
た
組
合

会
で
は
、
２１
年
度
の
決
算
見
込
み

に
つ
い
て
、
予
算
段
階
で
は
経
常

赤
字
と
し
て
い
た
が
、
黒
字
で
終

え
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
報
告

新
事
業
と
し
て
歯
周
病
予
防
に
向

け
た
啓
発
や
、「
お
試
し
歯
ブ
ラ

シ
」
の
配
布
を
計
画
し
て
い
る
。

　

事
務
費
は
４
９
４
２
万
円
（
同

２１
万
円
減
）
と
ほ
ぼ
前
年
水
準
。

　神戸新聞グループ企業で古民家等の活用、情
報発信事業を行う「PAGE（ペイジ）」＝本社・
神崎郡福崎町、箸本史朗社長＝が４月から神戸
新聞健康保険組合の一員となる。
　同社は２０１８年設立、福崎町内の古民家を改装
した複合ホテル「NIPPONIA（ニッポニア）播
磨福崎　蔵書の館」などを手掛けている。グルー
プ企業からの出向という形だったスタッフを、
同社の直接雇用に切り替えたのを受けて当健保
組合に加わることになった。
　近畿厚生局の認可を経て正式加入。当組合へ
の新規加入は０９年のデイリースポーツ・クオリ
ティ以来で、事業所数は２０になる。

PAGE（ペイジ）が新加入
４月から、組合は２０事業所に
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公告公告 　２０２２年２月１４日、第１９６回組合会がオン
ライン会議形式で開かれ、同年度の介護保

険料率改定が下記のとおり承認されましたので公告します。
【介護保険料】
≪改正後≫　１７. ８０／１０００
　　　　　　（２０２２年３月徴収分から適用）
≪改正前＞　１８. ００／１０００
負担割合　事 業 主　８. ９０／１０００
　　　　　被保険者　８. ９０／１０００� 以上　

2022年春季健康診断日程

神戸新聞本社
５月２3日（月）～２7日（金）
９：30〜12：00　13：30〜17：00

女性は２3日９：30〜１２：00　２4日13：30〜15：30
２5、２6日15：30〜17：00

西神製作センター
５月１0日（火）～１3日（金）

15：00（10日のみ14：30）〜17：00
女性は１0日14：30〜15：00

阪神製作センター
５月１6日（月）、23日（月）

15：30〜17：00
女性は１6日15：30〜16：00

※サンテレビジョンは神戸新聞本社受診

　

神
戸
新
聞
グ
ル
ー
プ
の
全
従
業

員
を
対
象
に
し
た
「
２
０
２
２
年

度
春
季
定
期
健
康
診
断
」
を
５
月

に
実
施
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

入
口
で
検
温
を
実
施
。
発
熱
の
あ

る
方
や
風
邪
な
ど
の
症
状
が
あ
る

方
は
受
診
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
本
社
移

転
に
伴
い
、
昨
秋
と
同
様
に
神
戸

新
聞
本
社
（
情
文
ビ
ル
）
で
の
受

診
と
な
り
ま
す
。
春
の
健
康
診
断

は
受
診
項
目
も
多
い
こ
と
か
ら
、

混
雑
回
避
の
た
め
時
間
差
受
診
へ

の
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

例
年
通
り
４
、
５
月
の
人
間
ド

ッ
ク
受
診
者
は
、
そ
の
結
果
を
も

っ
て
春
の
定
期
健
康
診
断
の
代
用

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ド
ッ

ク
受
診
結
果
表
の
コ
ピ
ー
と
問
診

票
を
健
保
組
合
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
春
の
定
期
健
康
診
断
案
内
◆

　

厚
生
労
働
省
の
運
営
指
針
に
基

づ
き
、
今
年
度
も
７
月
を
め
ど
に

「
家
族
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
組

合
の
加
入
者（
任
意
継
続
を
除
く
）

で
18
歳
以
上
の
扶
養
家
族
が
い
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

被
扶
養
者
の
資
格
が
な
い
人
が

加
入
し
た
ま
ま
の
場
合
、
国
へ
の

納
付
金
な
ど
の
算
出
で
健
保
財
政

家
族
調
査
　
今
年
も
実
施

家
族
調
査
　
今
年
も
実
施

１8１8
歳
以
上
の
扶
養
家
族
が
対
象

歳
以
上
の
扶
養
家
族
が
対
象

＜個人での人間ドック予約方法＞
①希望する受診機関に申込者が直接連絡
②その際、必ず神戸新聞健康保険組合としての予約と伝える
③予約が取れた場合、確認FAXを健保事務局から送りますと伝える
④すぐに健保組合事務局（078-362-7166）まで連絡
⑤ドック受診申込書に記入の上、事務局に提出
⑥健保事務局から受診機関に確認FAX送信、正式な予約となる
（注意）申込書提出の手続きがない場合は人間ドック補助の対象には
ならず、受診料は全額、申込者が受診機関に支払うことになります。
　　　　　※問い合わせは神戸新聞健康保険組合事務局まで
　　　　　　Tel 078-362-7166　Fax 078-361-7758

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
健
保
組
合
事

務
局
ル
ー
ト
の
予
約
以
外
に
、
個

人
が
医
療
機
関
に
直
接
連
絡
す
る

個
人
予
約
を
緊
急
措
置
と
し
て
認

め
て
き
ま
し
た
。
個
人
予
約
は
予

約
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
た
め
、

今
春
分
か
ら
の
予
約
に
関
し
て
は

個
人
予
約
を
恒
常
的
に
認
め
て
、

予
約
方
法
は
事
務
局
予
約
と
個
人

予
約
の
２
通
り
と
し
ま
す
。
た
だ

し
個
人
予
約
は
日
程
確
定
後
速
や

か
に
事
務
局
に
報
告
し
、
事
務
局

か
ら
医
療
機
関
に
再
連
絡
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
医
療
機

関
の
連
絡
先
は
健
保
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
に
関
し
て

は
、
昨
秋
分
の
予
約
が
取
り
づ
ら

◆
人
間
ド
ッ
ク
の

�

個
人
予
約
Ｏ
Ｋ
に

に
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
切
な
保
険
料
を
適
正
に
使

用
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
で
あ

り
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

被
扶
養
者
か
ら
外
れ
る
時
は
異

動
届
を

　

春
は
新
生
活
が
始
ま
る
季
節
で

す
。
被
扶
養
者
に
次
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
被
扶
養

者
か
ら
外
れ
ま
す
。
保
険
組
合
に

被
扶
養
者
異
動
届
を
提
出
し
て
、

保
険
証
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

・
就
職
し
て
勤
め
先
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
と
き

・
年
収
が
増
え
て
１
３
０
万
円
以

上
と
な
っ
た
と
き
（
６０
歳
以
上

ま
た
は
障
害
者
の
方
は
１
８
０

万
円
以
上
と
な
っ
た
と
き
）

・
別
居
し
て
い
る
被
扶
養
者
へ
の

仕
送
り
額
が
被
扶
養
者
の
収
入

よ
り
少
な
く
な
っ
た
と
き
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◆
父
親
向
け
育
児
冊
子
を
配
布

　

２２
年
度
の
保
健
事
業
で
は
、
人

間
ド
ッ
ク
や
家
族
巡
回
健
診
、
健

康
指
導
冊
子
の
配
布
と
い
っ
た
従

来
事
業
を
継
続
す
る
ほ
か
、
父
親

に
な
っ
た
被
保
険
者
に
冊
子
「
パ

パ
育
児
の
ト
ビ
ラ
」
の
配
布
を
始

め
ま
す
。
ま
た
秋
以
降
に
歯
周
病

予
防
へ
の
取
り
組
み
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
伝
え
し

ま
す
。
健
康
組
合
の
保
健
事
業
は

次
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆�

平
均
標
準
報
酬
月
額
　
３１
等
級

５３
万
円
に
改
定

　

昨
秋
の
す
こ
や
か
第
１
５
６
号

で
公
告
し
た
よ
う
に
、
健
康
保
険

法
第
４７
条
第
２
項
に
規
定
す
る
神

戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
の
２
０
２

１
年
９
月
３０
日
現
在
の
平
均
標
準

報
酬
月
額
は
、３１
等
級
５３
万
円（
前

年
は
３０
等
級
５０
万
円
）
で
す
。

　

退
職
後
、
任
意
継
続
者
と
し
て

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
保

険
料
は
、
平
均
標
準
報
酬
月
額
ま

た
は
当
人
の
従
前
の
標
準
月
額
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
低
い
額
で
算
出

し
ま
す
。
適
用
は
２
０
２
２
年
４

月
か
ら
。

　

２
０
２
１
年
秋
季
定
期
健
康
診

断
の
受
診
率
（
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

未
加
入
者
含
む
）
は
９３
・
４
％
と
、

同
年
春
か
ら
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
。
２０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
第
１

波
の
影
響
で
春
・
秋
と
も
受
診
率

は
低
迷
し
て
い
た
が
２１
年
は
と
も

に
９３
％
を
上
回
る
レ
ベ
ル
に
回
復

し
た
。 ２０２１年秋季健康診断

受診率は微増９３.４％
有所見率５２.２％に改善

◆2021年秋季定期健診受診率

対象者 受診者 受診率％ 21年春％ 20年秋％

801 776 96.9 96.1 96.1 
神戸新聞 被保険者 765 757 99.0 98.7 97.6 

未加入者　36 19 52.8 39.9 50.0 

30 24 80.0 88.4 100.0 
輸送センター 被保険者　21 21 100.0 100.0 100.0 

未加入者　 9 3 33.3 63.6 100.0 

神戸新聞事業社 71 70 98.6 100.0 98.7 

ＫＣＣ 30 28 93.3 100.0 91.9 

健保組合 3 3 100.0 100.0 100.0 

ラジオ関西 51 51 100.0 100.0 94.3 

サンテレビ 151 129 85.4 79.2 81.3 

DS 97 89 91.8 96.6 94.3 

サン神戸 19 18 94.7 100.0 100.0 

164 138 84.1 85.7 78.3 
総合印刷 被保険者 138 138 100.0 100.0 98.6 

未加入者　26 0 0.0 19.4 4.9 

神戸新聞興産 24 24 100.0 100.0 100.0 

総合折込 32 32 100.0 100.0 100.0 

文化財団 4 4 100.0 100.0 100.0 

厚生事業団 2 2 100.0 100.0 100.0 

京阪神エルマガ 　 　 90.8 

地域創造 32 32 100.0 100.0 100.0 

新聞会館 15 15 100.0 100.0 100.0 

ＤＳクオリティ 46 45 97.8 97.8 100.0 

任意継続 31 18 58.1 60.0 57.5 

合計 1,603 1,498 93.4 93.1 92.0 

※秋季定期健康診断を京阪神エルマガは実施せず。輸送センターは夜勤者のみ実施。

　

健
保
組
合
、
ラ
ジ
オ
関
西
、
興

産
、
総
合
折
込
、
文
化
財
団
、
厚

生
事
業
団
、
地
域
創
造
、
新
聞
会

館
の
８
事
業
所
で
受
診
率
１
０
０

％
と
な
っ
た
。
輸
送
セ
ン
タ
ー
と

総
合
印
刷
は
被
保
険
者
に
限
れ
ば

全
員
が
受
診
し
た
。
京
阪
神
エ
ル

マ
ガ
は
秋
の
健
診
を
実
施
せ
ず
、

輸
送
セ
ン
タ
ー
は
夜
勤
者
の
み
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
。

　

受
診
者
の
総
合
判
定
で
Ｃ
（
要

経
過
観
察
）、
Ｄ
（
要
治
療
）、
Ｅ

（
要
精
密
検
査
）、
Ｆ
（
治
療
中
）

と
な
っ
て
い
る
人
の
割
合
を
表
す

有
所
見
率
は
52
・
２
％
。
昨
秋
は

57
％
台
と
過
去
最
悪
の
水
準
だ
っ

た
が
、
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
改
善
し

た
。
検
査
項
目
別
に
み
る
と
肝
機

能
（
26
・
２
％
）、
血
圧
（
17
・

６
％
）、
血
糖
（
10
・
９
％
）
が
10

％
を
超
え
上
位
を
占
め
て
い
る
。

◆
新
常
務
理
事
に
柴
田
氏

　

神
戸
新
聞
社
と
グ
ル
ー
プ
各
社

の
春
の
異
動
に
伴
い
、
神
戸
新
聞

健
康
保
険
組
合
の
新
常
務
理
事
に

柴
田
大
造
氏
（
神
戸
新
聞
社
総
務

≪常務理事≫

（旧）鑛　　隆志

（新）柴田　大造

　神戸新聞社総務局長

≪理事≫

（旧）田畑　道昭

（新）国村　正五

　神戸新聞社販売局長

（旧）柴田　大造

（新）小本　　淳

　神戸新聞社編集局次長

局
長
）
が
２
月
25
日
付
で
就
任
し

ま
し
た
。

選
定
理
事
の
交
代
も
下
表
の
通
り

あ
り
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ
も

２
０
２
３
年
９
月
20
日
ま
で
で

す
。（
敬
称
略
）
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保健事業一覧
　神戸新聞健康保険組合の「2022年度保健事業」一覧です。健康維持・増進に、ご活用ください。

●疾病予防
種目 対象者 費用の負担 内容

特定保健指導

40歳以上の各種健診
受診者の健診結果を
基に健保組合が該当
者と判断した方

全額健保組合負担 対象者に実施機関等詳細をお送りし
ます。

特定健康診査 40歳以上の被扶養者 全額健保組合負担
実施期間：６月～翌年３月
希望の場合は健保組合へご連絡下さ
い。

家族巡回健診
30歳以上の被扶養者
（男性は近畿地区の
み受診可能）

自己負担額：3,000円
（オプション検査は全
額本人負担）

被保険者が受ける定期健康診断と同
じ内容を受診できます。
ご自宅へ申込書と案内を郵送します。

人間ドック 原則35歳以上の被保
険者（一部条件あり）・
被扶養者（女性は30
歳以上から）

自己負担額：
被保険者5,000円
被扶養者6,000円
脳ドックは当日医療機
関で差額が必要
（オプション検査は本
人負担）

契約医療機関で実施。
レディースドック

脳ドック 35歳以上の被保険
者・被扶養者

PET検診補助 50歳以上の被保険者 健保組合から60,000円
を補助

医療機関の指定はありません。申請
用紙に領収書を添えて提出下さると
補助いたします。

大腸がん検診
被保険者・被扶養者

自己負担額：1,000円
（給与引き） 郵送による便潜血反応検査と子宮頸

がん検査を実施。申込書と案内を自
宅へ郵送します。子宮がん検診 自己負担額：500円

（給与引き）
ブレストケアグラブ 女性被保険者 無料 乳がんの自己触診補助具配布。

家庭用常備薬斡旋 被保険者 全額自己負担
（給与引き）

年１回実施。自宅に申込書を郵送し
ます。

メンタルヘルス相談 被保険者・被扶養者 無料 専用の電話回線で、メンタル電話相
談・面談を実施。

※　人間ドック、レディースドック、脳ドック、PET検診、特定健康診査（被扶養者）、家族巡回健診（被扶
養者）のうちいずれか１つを年度中１回利用できます。

●保健指導宣伝
種目 対象者及び内容

高齢者向け雑誌郵送 65歳以上の被保険者又は被扶養者に「ばらんす」を郵送します。

育児雑誌郵送
被保険者又は被扶養者が出産された家庭へ月刊誌「赤ちゃんと」、季刊誌「１・
２・３歳」をそれぞれ１年間。父親になった被保険者に冊子「パパ育児のトビ
ラ」をお届けします。

新規加入者向け冊子配布 新規加入者へ社会保険制度の啓発冊子「社会保険の知識」を配布します。

定健結果による健康指導
冊子

39歳、49歳、59歳の被保険者に、それぞれの定健結果に基づいて健康づくりの
アドバイスとなる冊子「マイヘルスレポート」を郵送します。

医療費通知 皆さんが受診された医療費の内訳を通知します。

ジェネリック差額通知 先発薬品を利用されている方でジェネリック医薬品に切り替えた場合に見込ま
れる差額をお知らせします。


